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小中学校給食費
無償化事業 

2,827 万 3 千円

GIGA スクール小中学校
端末整備事業 

3,424 万 5 千円

庁舎内カウンター飛沫
防止対策事業
52 万 6 千円

防災資材等整備事業 
794 万 1 千円

感染拡大防止事業 
400 万 4 千円

保育所等給食副食費
無償化事業 

407 万 5 千円

ひとり親家庭等への
臨時特別給付金 
1,455 万 4 千円

消毒液配布事業 
120 万円

医療機関支援事業 
2,000 万円

がんばるお店
（事業者）応援金 
5,052 万 2 千円

商品開発事業者
支援事業 
220 万円

6月議会6月議会
定例会定例会

　

令
和
２
年
６
月
定
例
議
会
は
、
５
月
29
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
議
会
の
議
案
は
、
専
決
処
分
６
件
、
条
例
の
一
部
改
正
６
件
、
規
約
の
変
更
１
件
、
補
正

予
算
２
件
、
合
計
15
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

注目事業

36億3,214万円
新型コロナウイルス感染症対応

新型コロナウイルス感染症対応
毛呂山町の独自施策1億6,754万円

　今定例会では、国民一人あたり10万円の給付金や町独自の感染症
対応予算が上程され過去最大規模の補正予算が、全員賛成にて可決さ
れました。補正予算の内訳としては、特別定額給付金給付事業33億
5,570万円、子育て世帯への臨時特別給付金事業3,515万円、新型コ
ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金１億4,549万円などです。
　地方創生臨時交付金事業においては、国の補助金を充当しています
が、不足額の 3,500 万円は自主財源より捻出しています。

感染予防のために
マスクの着用
手洗いうがいを
心がけましょう。
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補正予算過去最大の
新型コロナウイルス感染症対応

町の新型コロナウイルス感染症対応独自施策
� 1億6,754万円を詳しく解説
※感染拡大予防策
①庁舎内カウンター飛沫防止対策事業
　庁舎内カウンターに飛沫防止ボード及び仕切りパネルを設置します。
②防災資材等整備事業
　�避難所での密接密集を防止するため、間仕切りセット、防災備蓄マット、資材を収納する倉
庫を購入します。
③感染拡大防止事業
　�マスク 1万 8,000 枚、消毒液 1,145 本、非接触型体温計 63台、手洗い液体石鹼 200 本等
を公共施設、教育施設等に配布します。
④医療機関支援事業
　�指定医療機関である埼玉医科大学病院へ感染症対策医療消耗品等の購入を補助します。
⑤コロナに負けない !消毒液配布事業
　飲食サービス業約 200店舗へアルコール消毒液 250㎖ 10本を配布します。

※地域経済対策
①商品開発事業者支援事業
　�新型コロナウイルス感染拡大により低迷している地域経済を支えるため、ふるさと納税の返
礼品提供商品発掘及び新たな商品開発を進め町内事業者の増収を図ります。
②がんばるお店（事業者）応援金　
　�新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年 3月〜5月の間いずれかの月の売上高と
前年同月の売上高と比較して20%以上減少した町内で事業を行っている中小・小規模企業者
に10万円を給付します。
　�申請件数を最大 500件としていますが申請者が上限数を超過した場合はこの限りではあり
ません。

※町民生活支援策
①ひとり親家庭等への臨時特別給付金
　ひとり親家庭等を対象に一律５万円を支給します。
②保育所等給食副食費無償化事業
　保育所等に入所している各家庭から徴収している副食費を３か月分免除します。
③小中学校給食費無償化事業
　町立小中学校に通う児童生徒の給食費３か月分を免除します。
④GIGAスクール小中学校端末整備事業
　�町立小中学校の児童生徒用として１人１台学習用タブレットを学校に配備します。
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新型コロナウイルス対応補正予算 町民生活を守れ！主な質疑と討論

　

給
付
金
の
申
請
手
続
き
確

認
作
業
は
多
大
な
事
務
作
業

を
要
す
る
、
町
の
対
応
は
。

　

臨
時
窓
口
の
対
応
や
申
請

書
の
確
認
作
業
な
ど
が
多
忙

の
た
め
全
庁
的
に
協
力
依
頼

を
実
施
し
た
。

　

全
庁
と
は
庁
舎
外
施
設
、
公

民
館
・
総
合
公
園
等
の
職
員

も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　

協
力
体
制
は
各
課
に
任
せ

て
い
る
の
で
、
庁
舎
外
の
職

員
も
含
ま
れ
る
。

　

各
自
治
体
で
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
き
に
苦

慮
さ
れ
て
い
る
。
町
の
状
況
は
。

　

暗
証
番
号
を
忘
れ
た
ケ
ー

ス
や
、
登
録
の
手
続
き
ミ
ス

な
ど
で
混
乱
を
生
じ
た
。

　

給
付
金
を
請
求
し
た
く
て

も
で
き
な
い
身
体
の
不
自
由

な
方
へ
の
対
応
は
。

れ
た
と
は
い
え
、
第
２
波
・
第

３
波
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
で
企
業

訪
問
や
説
明
会
が
実
施
で
き

る
の
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
ウ
イ
ル
ス
を

恐
れ
る
の
で
は
な
く
そ
こ
に

あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
新

し
い
生
活
様
式
の
な
か
で
３

密
を
避
け
経
済
発
展
の
た
め

に
立
ち
止
ま
ら
ず
に
事
業
を

実
施
す
る
。

　

消
毒
液
、
液
体
石
鹸
な
ど

を
確
保
す
る
こ
と
が
苦
慮
さ

れ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
確
保
す
る
の
か
。

　

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
各
公

共
施
設
に
配
布
す
る
。

　

が
ん
ば
る
お
店
応
援
金
に

つ
い
て
対
象
者
は
１
０
０
０

件
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
５
０
０

　

家
族
な
ど
代
理
人
の
申
請

が
可
能
で
あ
る
。

　

給
付
金
を
受
給
す
る
に
あ

た
り
口
座
の
な
い
町
民
へ
の

対
応
は
。

　

現
金
に
て
給
付
し
て
い
る
。

　

商
品
開
発
事
業
者
支
援
事

業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
予
算
で
実
施
す
べ
き

事
業
な
の
か
。

　

商
品
開
発
を
提
案
し
、
今

後
継
続
的
に
経
済
支
援
を
行

う
た
め
に
予
算
計
上
し
た
。

　

商
品
開
発
事
業
者
支
援
事

業
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

商
品
開
発
事
業
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
事
業
者
に
ア
プ
ロ

ー
チ
を
す
る
の
か
。

　

事
業
者
を
発
掘
す
る
た
め

の
資
料
制
作
や
説
明
会
を
実

施
す
る
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

件
分
の
予
算
し
か
計
上
し
て

い
な
い
の
か
。

　

１
０
０
０
件
の
な
か
に
は
、

中
小
企
業
の
定
義
を
超
え
た

大
手
企
業
も
含
ま
れ
る
ほ
か
、

支
給
要
件
に
あ
る
売
上
高
が

20
％
以
上
減
少
し
た
全
て
の

企
業
を
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
全
体
の
50

％
の
予
算
を
計
上
し
た
。
し

か
し
、
超
過
が
見
込
ま
れ
た

事
業
費
に
対
し
て
は
、
町
の

政
策
会
議
に
お
い
て
不
足
額

を
充
当
す
る
事
と
方
向
性
が

決
定
し
て
い
る
。

　

応
援
金
対
象
数
を
５
０
０

件
と
限
定
列
挙
し
た
周
知
で

は
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

町
で
は
不
足
額
を
補
う
方
向

性
が
決
定
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
広
報
で
の
周
知
に
配

慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

６
月
１
日
発
行
の
広
報
と

合
わ
せ
て
配
布
す
る
緊
急

支
援
事
業
の
チ
ラ
シ
に
は

５
０
０
件
と
明
記
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
が
、
改
め
て
町
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
等
で
疑
念
が
生

じ
な
い
よ
う
周
知
し
て
い
く
。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A A

A

A

A

A

A

A

A

A

　
特
別
定
額
給
付
金

　
特
別
定
額
給
付
金

　
商
品
開
発
事
業
者
支
援
事
業

　
商
品
開
発
事
業
者
支
援
事
業

　
感
染
拡
大
防
止
事
業

　
感
染
拡
大
防
止
事
業

　
が
ん
ば
る
お
店
応
援
金

　
が
ん
ば
る
お
店
応
援
金
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新型コロナウイルス対応補正予算 町民生活を守れ！主な質疑と討論

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
収
入
減
な
ど

や
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的

な
負
担
は
深
刻
で
あ
る
。
こ

の
特
別
定
額
給
付
金
及
び
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育

て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
は
「
い
か
に
迅
速
に
給
付

出
来
る
か
」
が
重
要
で
す
。

　
【
拙
速
は
巧
遅
に
勝
る
】

と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
町

民
に
分
か
り
易
く
周
知
さ
れ

正
確
に
、
そ
し
て
確
実
に
、

一
日
も
早
く
町
民
全
員
に

給
付
さ
れ
ま
す
よ
う
役
場
内

関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、

ご
尽
力
を
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
議
員
が
一
丸
と
な

り
毛
呂
山
町
を
支
え
毛
呂
山

町
政
の
更
な
る
進
展
に
邁
進

し
て
い
く
決
意
で
あ
る
こ
と

を
表
明
い
た
し
ま
し
て
私
の

賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て

の
今
回
の
補
正
予
算
は
、
町

民
の
生
活
を
守
る
為
に
可
能

な
限
り
の
支
援
策
を
講
じ
た

も
の
に
な
っ
て
お
り
、
特
に

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
は
手

厚
く
、
臨
時
交
付
金
事
業
の

５
割
以
上
を
占
め
て
お
り
ま

す
。

　

子
供
た
ち
の
将
来
を
見
据

え
的
確
な
判
断
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
町
内
の
経
済
対
策
と

し
て
収
入
が
減
少
し
た
事
業

者
へ
店
舗
数
は
限
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
10
万
円
の
支
給
、

更
に
指
定
医
療
機
関
へ
の
支

援
は
医
療
と
福
祉
の
充
実
に

対
し
当
然
の
決
断
で
あ
り
、

こ
の
有
事
と
も
言
え
る
国
難

に
対
し
、
短
期
間
で
多
く
の

事
業
を
計
上
で
き
た
事
は
評

価
に
値
し
ま
す
。

　

一
番
大
変
な
思
い
で
感
染

者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

る
指
定
医
療
機
関
「
埼
玉
医

科
大
学
病
院
」
へ
の
支
援
は

当
然
で
あ
り
経
済
を
担
う
飲

食
店
や
中
小
企
業
へ
の
給
付

も
活
気
あ
る
町
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
な
い
応
援
金
だ
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
給
付

や
保
育
所
等
へ
の
副
食
代
無

償
化
、
町
立
小
中
学
校
の
給

食
費
３
ヵ
月
免
除
は
、
党
と

し
て
の
要
望
で
も
あ
る
。

　

災
害
や
感
染
症
等
の
発
生

に
よ
る
学
校
の
臨
時
休
業
の

緊
急
時
に
備
え
て
全
て
の
児

童
生
徒
の
学
び
を
保
障
で
き

る
端
末
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入

は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
必
要
な
整
備
事
業
だ
。

　

緊
急
性
や
重
要
性
に
基
づ

く
町
民
目
線
に
立
っ
た
予
算

で
あ
る
。

　

日
中
国
交
回
復
時
の
中
国

の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
大

勢
の
人
が
国
民
服
で
自
転
車

に
乗
り
、
道
路
を
走
っ
て
い

た
。

　

し
か
し
今
の
中
国
は
日
本

よ
り
進
展
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
原
因
は
Ｉ
Ｔ
化
の

進
展
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
の
補
正
予
算
で
は
教
育

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る

た
め
、
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
「
頑
張
る
お
店
応

援
金
」
で
は
５
０
０
件
分
、

５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て

い
る
が
、
万
一
不
足
し
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
の
私
の

質
疑
に
対
し
、
次
の
予
算
で

不
足
分
を
必
ず
計
上
す
る
と

答
弁
を
得
た
。

　

よ
っ
て
令
和
２
年
度
補
正

予
算
第
２
号
に
私
は
賛
成
す

る
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）に
賛
成
の

討
論
を
行
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

に
、
各
支
出
配
分
は
、
現
況

に
鑑
み
て
適
切
で
あ
る
。
各

位
の
緊
張
感
と
熱
意
が
充
分

理
解
出
来
る
。

　

し
か
し
埼
玉
県
内
で
の
比

較
で
は
、
か
な
ら
ず
し
も
満

足
な
段
階
と
は
言
え
な
い
。

　

現
時
点
で
、
充
分
な
成
果

を
あ
げ
な
け
れ
ば
、
憂
慮
さ

れ
る
と
考
察
す
る
。

　

こ
の
逆
境
に
際
し
、
一
歩

で
も
前
進
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
困
窮
す
る
商
工

業
へ
の
支
援
、
昼
夜
を
と
わ

ず
コ
ロ
ナ
対
策
に
立
ち
向
か

う
病
院
、
教
育
環
境
向
上
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
教
科
備
品

の
確
保
対
策
。

　

難
局
を
乗
り
切
る
意
志
確

認
を
図
り
、
前
進
し
よ
う
。 堀江快治

賛
成
し
ま
す

討論

髙橋達夫

賛
成
し
ま
す

討論

千葉三津子

賛
成
し
ま
す

討論

佐藤秀樹

賛
成
し
ま
す

討論

澤田　巌

賛
成
し
ま
す

討論

- 5 -
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町議会の傍聴について

議会（本会議）の開催
　町議会は、定例会、年４回（３月、６月、９月、�
１２月）と必要がある場合に開かれる臨時会があります。
　本会議は、午前９時３０分からはじまり、受付は、
当日５階の生涯学習課窓口で、傍聴申込書に、住所、
氏名を記入していただくだけで傍聴ができます。
　傍聴席は３４席で、先着順に受け付けています。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
当面の間は座席数を減らして対応します。

議会傍聴人には守るべき事項があります。（傍聴規則より）
（１）�議場における言論に対して拍手その他の方法

により公然と可否を表明しないこと。
（２）�談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てな

いこと。
（３）�帽子、コート、マフラーの類を着用しないこと。

ただし、病気その他の理由により議長の許可
を得た場合は、この限りではない。

（その他）�議場内では、携帯電話・録音機の使用も
禁止されています。

議会一般質問ケーブルテレビ放映中！
　各議員一般質問登壇日より約１～２週間後が放映
予定日です。
　一般質問登壇順はくじ引きで決定するため、町ホー
ムぺージをご覧いただくか議会事務局（℡２９５－２
１１２ 内線４１１）までお問い合わせ下さい。

一般質問 町政を問う町政を問う！！
〜６名が登壇〜〜６名が登壇〜

⃝�開発許可
� 長瀬　　衛

⃝�新型コロナウイルス感染症対策
⃝公共施設の利活用� 岡野　　勉

⃝�今後における新型コロナウイルス感染
防止対策等� 神 山 和 之

⃝�新型コロナウイルス
� 髙 橋 達 夫

⃝�新型コロナ対策
⃝�新型コロナ感染に関する国民健康保険
� 牧瀬　　明

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策とし
て、６月定例会一般質問の実施にあたり、5月
20日の議会運営委員会で協議を行いました。
　町当局では感染拡大予防のため、分散勤務を
実施していることや、給付金申請等の業務が増
加していることを鑑み、今定例会一般質問は1
人20分（通常は1時間）とし再質問は行わないと
言う取り決めを設け実施しました。
　感染拡大防止対策を講じたうえでの議会開催
であったため、一般質問の登壇は６人となりま
した。
　一般質問は常時議員個人の判断により通告書
を提出し実施されます。

⃝�教育・子育て環境の充実
⃝�緊急支援対策
⃝�基金条例
⃝�健康管理� 小 峰 明 雄
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▪▪▪▪問
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
策

と
し
て
、
国
は
自
粛
策
を
と
り
ま
し

た
。
そ
の
自
粛
に
対
す
る
保
障
と
し

て
、
国
は
臨
時
交
付
金
１
兆
円
を
組

み
毛
呂
山
町
へ
は
１
億
４
千
万
円
が

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
の

使
途
に
対
す
る
町
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い

て
の
使
途
に
つ
い
て
で
す
が
、
感
染

拡
大
予
防
、
経
済
対
策
、
生
活
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

　

感
染
拡
大
予
防
で
は
、
マ
ス
ク
や

手
指
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
等
を
確
保
し

町
内
公
共
施
設
、
小
中
学
校
、
子
育

て
支
援
施
設
等
に
配
布
し
、
災
害
時

に
お
け
る
避
難
所
内
で
の
密
集
密
接

防
止
用
資
材
の
整
備
、
指
定
医
療
機

関
へ
の
補
助
等
を
行
い
ま
す
。

　

経
済
対
策
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
収
入

が
減
少
し
た
中
小
・
小
規
模
企
業
に

対
す
る
給
付
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
に
関
し
て
は
、
町
立
小

中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
、
保
育

所
等
の
副
食
費
無
償
化
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
等
に

よ
り
子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支
援
を

行
い
ま
す
。

▪▪▪▪問
　
被
国
民
健
康
保
険
者
の
資
格
証

明
書
者
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
に
つ
い
て
の
診
療
に
関
す
る

周
知
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答　
国
民
健
康
保
険
資
格
証
明

書
の
方
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
伴
う
診
療
に
関
す
る

周
知
の
徹
底
に
つ
い
て
で
す
が
、

本
町
の
対
象
者（
本
年
の
三
月

三
十
一
日
）に
は
個
々
に
通
知

い
た
し
ま
す
。

社会インフラ医療体制の拡充を　コロナ自粛と保障はセット

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

答 
町
民
の
健
康
、生
活
、経
済
支
援
を

牧瀬　　明

町内の医療・福祉施設への支援を

▪▪問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

影
響
で
、
商
工
会
よ
り
町
独
自
の
支

援
策
の
実
施
を
お
願
い
し
た
い
要
望

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ご
見
解
は
。

ま
た
、
医
療
現
場
で
は
、
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
為
、
医
師
や
看
護
師
な

ど
の
医
療
従
事
者
の
皆
様
が
、
自
ら

の
感
染
リ
ス
ク
と
背
中
合
わ
せ
で
、

感
染
患
者
の
治
療
や
看
護
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
町
内
の
医
療
機
関
へ
の
支
援
は
。

答　
毛
呂
山
町
飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
。

売
上
が
減
少
し
た
町
内
中
小
・
小
規

模
企
業
者
に
応
援
金
を
支
給
す
る
町

独
自
の
緊
急
支
援
事
業
な
ど
を
計
上
。

指
定
医
療
機
関
の
埼
玉
医
科
大
学
病

院
が
感
染
症
対
策
の
医
療
消
耗
品
等

の
購
入
を
補
助
す
る
事
業
費
を
計
上
。

▪▪問
　
連
続
99
回
目
の
一
般
質
問
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
よ
る
臨
時
休
校
で
、
在
宅
の
児
童・

生
徒
へ
の
学
習
支
援
の
取
り
組
み
は
。

答　
各
学
校
よ
り
、
家
庭
に
て
取
り

組
め
る
学
習
課
題
を
配
布
し
た
。

▪▪問
　
臨
時
休
校
で
在
宅
の
児
童
・
生

徒
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
応
は
。

答　
各
学
校
で
家
庭
訪
問
や
電
話
で

心
身
の
健
康
状
態
の
確
認
を
行
っ
た
。

▪▪問
　
県
内
自
治
体
で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
に
対
し
緊
急
支
援
給
付
金
の
支

給
な
ど
独
自
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
。

答　
３
ヶ
月
分
の
給
食
を
無
償

提
供
。
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
給

付
金
を
支
給
。
３
ヶ
月
分
の
保

育
所
等
の
給
食
副
食
費
を
無
償
。

▪▪問
　
地
域
経
済
対
策
や
感
染
症

予
防
対
策
な
ど
に
要
す
る
経
費

に
充
て
る
基
金
条
例
は
必
要
。

答　
十
分
な
検
討
が
必
要
。

▪▪問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
よ
る
外
出
自
粛

で
、
生
活
不
活
発
に
よ
る
サ
ル

コ
ベ
ニ
ア
な
ど
健
康
へ
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
ご
見
解
は
。

答　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、

「
お
う
ち
で
介
護
予
防
教
室
」

と
題
し
た
取
り
組
み
を
展
開
中
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
医
療
機
関
へ
の
支
援
は

答 

埼
玉
医
科
大
学
病
院
へ
の
補
助
事
業
費
を
計
上

小峰　明雄
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▪▪問
　
昨
年
末
中
国
武
漢
か
ら
発
生
し

た
と
言
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
瞬
く
間
に
世
界
中
に
蔓
延
し
、

政
府
は
４
月
16
日
に
緊
急
事
態
宣
言

を
発
令
し
た
。
５
月
25
日
に
宣
言
は

解
除
さ
れ
た
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
い
な

く
な
っ
た
訳
で
も
な
く
、
有
効
な
ワ

ク
チ
ン
は
末
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

は
こ
れ
か
ら
の
生
活
様
式
を
大
き
く

変
え
る
よ
う
に
思
え
る
。
厚
労
省
は

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
公
表
し
、

３
蜜
を
避
け
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク

が
主
体
の
働
き
方
や
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

毛
呂
山
町
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

答　
町
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
促
進
さ

れ
、
買
い
物
の
電
子
化
、
医
療
の
遠

隔
化
、
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、

ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
が
加
速
化
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
毛
呂
山
町
総
合

振
興
計
画
後
期
計
画
も
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
町
民
生
活
も
大
き
く
変
化
す
る

局
面
を
迎
え
施
策
の
見
直
し
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

「
頑
張
る
お
店
応
援
金
」
に
つ
い
て

▪▪問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
感

染
症
地
方
創
生
交
付
金
の
中
に
「
頑

張
る
お
店
応
援
金
」
と
し
て
売
上
が

減
少
し
た
飲
食
店
や
中
小
企
業
に
10

万
円
を
給
付
す
る
と
し
て
５
千
万
円

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
な

ぜ
対
象
事
業
者
は
１
０
０
０
件

あ
る
の
に
５
０
０
件
分
の
５
千

万
円
な
の
か
。

答　
今
回
の
交
付
金
で
は
支
給

要
件
に
合
致
し
た
事
業
者
数
を

50
％
の
５
０
０
件
と
見
込
み
予

算
計
上
し
た
が
、
予
想
件
数
を

超
え
て
の
申
請
も
考
え
ら
れ
る

た
め
不
備
が
生
じ
な
い
よ
う
適

切
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
基
金
の
取
崩
し
も
視
野
に

入
れ
、
町
内
事
業
者
が
疲
弊
し

て
い
る
中
で
事
業
者
を
応
援
す

る
た
め
の
事
業
で
あ
る
の
で
、

全
て
に
行
き
届
く
事
が
肝
要
と

認
識
し
て
い
る
。

コロナに負けない毛呂山独自の緊急支援事業

「
頑
張
る
お
店
応
援
金
」つ
い
て
は

答 
全
て
の
業
者
に
行
き
届
く
事
が
肝
要
と
認
識
し
て
い
る

髙橋　達夫

第２波・第３波に備える対策が必要

▪▪問
　
今
後
、
第
2
波
・
第
３
波
に
よ

る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
感
染
拡
大
も
予
測

さ
れ
地
元
医
師
会
等
の
協
力
を
頂
き

屋
外
に
発
熱
外
来
の
設
置
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
及
び
抗
原
検
査
等
の
実
施
が
必

要
だ
。
ま
た
災
害
等
が
発
生
し
た
場

合
避
難
所
の
３
密
対
策
に
つ
い
て
、

ど
の
様
な
措
置
を
講
ず
る
か
伺
う
。

答　
発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る

人
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
換
気

対
策
、
避
難
所
の
感
染
を
防
止
す
る

為
、新
た
な
避
難
所
を
設
置
す
る
。

▪▪問
　
コ
ロ
ナ
対
策
第
２
次
補
正
に
よ

り
、
更
な
る
町
民
生
活
支
援
と
地
域

経
済
対
策
事
業
が
求
め
ら
れ
る
な
か

町
の
コ
ロ
ナ
対
策
会
議
で
は
、
一
人

親
世
帯
、
事
業
主
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

生
活
困
窮
者
等
、
町
独
自
の
支
援
対

策
は
会
議
に
諮
ら
れ
た
か
伺
う
。

答　
役
場
職
員
の
昼
食
を
町
内
業
者

に
注
文
し
、
積
極
的
に
活
用
し
た
。

一
人
親
世
帯
に
対
し
て
、
学
童
保
育

等
で
子
供
が
預
か
れ
る
よ
う
調
整
し

た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
困
窮
者
に

対
し
て
は
、
町
税
の
納
付
猶
予
等
に

つ
い
て
関
係
各
課
で
対
応
を
情
報
共

有
し
、住
民
に
周
知
し
た
。

▪▪問
　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
県
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
医
療
災
害
専
門
医
師
の

事
前
指
導
が
必
要
と
考
え
る
が
伺
う
。

答　
町
の
危
機
管
理
の
重
要
な
問
題
、

専
門
家
の
助
言
を
頂
き
対
応
す
る
。

▪▪問　

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
目
に
見

え
な
い
恐
怖
と
戦
う
医
療
従
事

者
か
ら
私
の
と
こ
ろ
に
切
実
な

相
談
が
あ
り
、
出
勤
で
子
供
を

預
け
よ
う
と
し
た
ら
拒
否
さ
れ

た
。
歯
科
で
医
大
勤
務
と
告
げ

た
ら
受
信
を
拒
否
さ
れ
た
。
県

内
で
差
別
的
な
発
言
や
偏
見
が

あ
る
本
町
で
は
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
患
者
が
搬
送
さ
れ
、そ
の

生
命
を
守
る
為
、
職
員
の
皆
様

が
頑
張
っ
て
い
る
。町
で
は
こ
れ

ら
早
急
な
対
策
が
必
要
だ
伺
う
。

答　
町
広
報
等
を
活
用
し
人
権

侵
害
に
な
ら
な
い
よ
う
正
し
い

情
報
の
啓
発
に
努
め
る
。

今
後
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

答 

国
・
県
と
連
携
し
、感
染
状
況
や
対
処
方
針
を
把
握
し
感
染
防
止
に
努
め
る

神山　和之
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岡野　　勉

「学びの継続」を公的支援で！

奨
学
金
な
ど
、学
生
へ
の
支
援
を
！

答 
国
・
県
の
支
援
が
届
く
よ
う
対
応

▪▪▪▪問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
相
談
窓
口
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・

坂
戸
保
健
所
へ
の
相
談
、
子
ど
も
課

及
び
教
育
委
員
会
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
相
談
件
数
・
内
容
は
。
町
内
感
染

者
４
名
に
対
す
る
医
療
行
為
、
復
帰

は
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
相
談
件
数

は
現
在
83
件
、
内
容
は
感
染
の
予
防

方
法
や
風
邪
症
状
等
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
方
法
等
に
関
す
る
も
の
。
対

応
と
し
て
は
、
保
健
師
が
相
談
者
の

訴
え
に
丁
寧
に
対
応
、
感
染
の
可
能

性
が
あ
る
場
合
は
、
坂
戸
保
健
所
内

に
あ
る
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
ヘ
相
談
を
促
し
て
い
る
。

　

な
お
、
坂
戸
保
健
所
で
は
風
邪
症

状
等
の
あ
る
方
か
ら
の
相
談
で
可
能

な
医
療
機
関
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
関
す

る
対
応
。
町
内
の
感
染
が
確
認
さ
れ

た
４
名
の
方
に
関
す
る
医
療
行
為
、

復
帰
に
つ
い
て
は
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
情
報
提
供
は
で
き
な
い
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

奨
学
金
な
ど
、
学
生
へ
の
支
援
を
！

▪▪問
　
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
大
学
生

ら
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
バ

イ
ト
先
の
休
業
や
親
の
収
入
減
な
ど

学
費
や
生
活
費
の
支
払
い
に
窮
し
、

学
生
団
体
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
５
人
に
１
人
が
「
退
学
を
考
え

る
」
と
回
答
。
本
町
で
も
奨
学
金
で

の
支
援
、
公
的
雇
用
の
拡
大
に

結
び
付
け
ら
れ
な
い
か
。

答　
経
済
的
に
困
難
な
大
学
生

に
対
す
る
支
援
は
必
要
な
も
の

と
考
え
る
。
日
本
学
生
支
援
機

構
で
は
原
則
年
２
回
の
申
し
込

み
を
随
時
受
付
と
し
た
。

　

埼
玉
県
で
は
学
生
な
ど
若
者

の
就
職
支
援
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
。
こ
う
し
た
情
報
が
学

生
に
届
く
よ
う
対
応
す
る
。

公
共
施
設
の
利
活
用

▪▪問
　
航
空
自
衛
隊
川
角
送
信
所

町
へ
の
移
管
と
町
民
公
園
へ
。

跡
地
の
防
犯
灯
の
設
置
要
望
。

答　
（
時
間
切
れ
）答
弁
な
し

長瀬　　衛

▪▪問
　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
お

け
る
町
の
課
題
は
「
持
続
可
能
な
町

づ
く
り
」
で
あ
る
。
長
瀬
駅
北
側
地

区
の
市
街
化
調
整
区
域
内
に
大
型
商

業
施
設
開
発
問
題
は
、
都
市
計
画
法
、

立
地
適
正
化
計
画
、
町
条
例
と
の
整

合
性
に
お
い
て
恣
意
的
で
開
発
許
可

に
大
き
な
疑
義
が
あ
る
。
ま
た
、
町

の
将
来
に
極
め
て
大
き
な
問
題
に
も

関
わ
ら
ず
、
議
会
や
町
民
と
の
合
意

形
成
も
な
く
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
遺
憾
で
あ
る
。
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
開
発
許
可
制
度
は
、
許
可

権
者
の
恣
意
的
適
用
を
排
除
し
、
公

平
・
公
正
さ
に
厳
格
で
あ
る
。
立
地

適
正
化
計
画
の
大
方
針
や
法
的
根
拠

か
ら
も
大
型
商
業
施
設
の
開
発
は
不

可
能
な
区
域
で
あ
り
、
町
の
指
導
を

窺
わ
せ
る
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
㈱
の
み
が

着
々
と
準
備
万
端
整
え
て
い
る
現
状

は
公
平
・
公
正
な
開
発
許
可
へ
の
疑

義
が
生
じ
る
。

　

行
政
の
原
則
は
法
令
順
守
で
あ
り
、

無
原
則
な
行
政
運
営
を
行
わ
ず
、
公

平
・
公
正
で
開
発
許
可
権
者
の
恣
意

的
適
用
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
立

地
適
正
化
計
画
で
は
、
ス
ー
パ
ー
は

充
足
し
、
既
存
空
き
店
舗
の
活
性
化

と
位
置
付
け
て
い
る
長
瀬
駅
北
側
地

区
の
市
街
化
調
整
区
域
へ
の
大
型
商

業
施
設
出
店
は
「
市
街
地
の
空
洞
化

を
阻
止
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可

能
な
町
づ
く
り
」
と
い
う
町
の

大
方
針
を
否
定
す
る
も
の
だ
。

　

野
久
保
線
沿
線
は
立
地
適
正

化
計
画
の
通
り
、
大
型
商
業
施

設
以
外
で
実
現
す
べ
き
だ
。

答　
立
地
適
正
化
計
画
は
、
長

瀬
駅
周
辺
に
必
要
な
の
は
空
き

店
舗
対
策
等
を
挙
げ
て
い
る
。

市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
許
可

は
市
街
化
区
域
に
行
う
こ
と
が

困
難
か
不
適
当
な
開
発
行
為
等
、

厳
格
さ
が
必
要
で
あ
り
、
開
発

許
可
権
者
の
恣
意
的
適
用
は
あ

っ
て
は
な
ら
ず
、
周
辺
地
区
の

環
境
を
考
慮
し
、
支
障
の
あ
る

用
途
を
排
徐
し
て
い
く
。

恣
意
的
な
商
業
施
設
開
発
に
疑
義
！

答 

地
区
環
境
に
支
障
あ
る
用
途
は
排
除
す
る

コンパクトで持続的なまちづくりを



西
入
間
広
域
消
防
組
合

　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
は
、
昭
和

51
年
11
月
１
日
に
毛
呂
山
町
と
鳩
山

町（
旧
鳩
山
村
）で
、「
毛
呂
山
・
鳩

山
消
防
組
合
」
を
設
立
し
、
昭
和
52

年
10
月
１
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
昭
和
55
年
10
月
１
日
に
越

生
町
の
組
合
加
入
に
伴
い
「
西
入
間

広
域
消
防
組
合
」
に
改
称
し
、
そ
の

後
、
昭
和
58
年
４
月
１
日
に
鳩
山
分

署
、
昭
和
60
年
４
月
１
日
に
越
生
分

署
を
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
平
成
27
年
に
坂

戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
本
部

内
に
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消

防
組
合
・
西
入
間
広
域

消
防
組
合
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
当

組
合
本
部
で
行
っ
て
い

た
１
１
９
番
通
報
の
受

付
及
び
各
消
防
署
等
へ

の
通
信
指
令
業
務
を
坂

戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合

消
防
本
部
に
お
い
て

　

４
月
７
日
新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
に
基

づ
く
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ

て
か
ら
生
活
環
境
が
一
変
し
、
解
除
さ

れ
た
後
も
未
だ
平
常
な
生
活
に
戻
ら
な

い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で

の
常
識
が
非
常
識
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

は
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
が
模
索
さ
れ

て
い
る
今
日
で
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
終
息
す
る
か
わ
か
ら
な
い
中
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ

り
、医
療
従
事
者
等
の
皆
様
を
は
じ
め
、

自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
最
前
線
で
感
染

症
対
策
に
携
わ
っ
て
い
る
多
く
の
方
々

に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
く
町
内
企
業
が

活
気
を
取
り
戻
し
町
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
ま
す
よ
う
に
我
々

も
議
会
一
丸
と
な
り
議
会
活
動
に
邁
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

�

（
佐
藤
　
秀
樹
）

委
員
長�

下
田
　
泰
章

副
委
員
長�

荒
木
か
お
る

委　
　

員�

神
山
　
和
之

　
　

〃　

�

澤
田
　
　
巌

　
　

〃　

�

佐
藤
　
秀
樹

　
　

〃　

�

千
葉
三
津
子

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

（
議
長
）　

長
瀬
　
　
衛

編
集
委
員

共
同
で
運
用
を
し
て
い
ま
す
。
現
在

消
防
署
員
数
は
１
１
４
名
で
、
毛
呂

山
町
、
鳩
山
町
及
び
越
生
町
の
各
消

防
団
員
並
び
に
女
性
消
防
団
員
と
協

力
し
合
い
な
が
ら
地
域
に
密
着
し
た

様
々
な
警
防
活
動
を
実
施
す
る
と
共

に
昼
夜
を
問
わ
ず
火
災
の
消
火
、
救

急
活
動
を
行
い
３
町
の
安
心
安
全
な

生
活
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
起
こ
っ
て
い
る
、
異
常
気
象

に
よ
る
災
害
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

よ
う
な
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
な
ど

に
よ
る
緊
急
事
態
に
も
命
を
顧
み
ず

目
の
前
の
災
害
に
立
ち
向
か
っ
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
組
合
議
員
の
定
数
は
11
名

で
、
内
訳
は
毛
呂
山
町
５
名
、
鳩
山

町
３
名
及
び
越
生
町
３
名
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
毛
呂
山
町
か
ら
は（
小

峰
明
雄（
消
防
議
長
）、
村
田
忠
次
郎
、

荒
木
か
お
る
、
佐
藤
秀
樹
、
平
野
隆
）

が
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

●議案の審議結果（6月定例会）� 〇は賛成　×は反対　討は討論　欠は欠席　議は議長

議員名

議　案

神
山 

和
之

下
田 

泰
章

平
野 

　
隆

澤
田 

　
巌

牧
瀬 

　
明

佐
藤 

秀
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

村
田
忠
次
郎

岡
野 

　
勉

小
峰 

明
雄

髙
橋 

達
夫

堀
江 

快
治

長
瀬 

　
衛

審
議
結
果

専
決
処
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一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇
討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承認

条例の
一部改正

税条例等、都市計画税条例、国民
健康保険税条例、介護保険条例、
固定資産評価審査委員会条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承認

条
例
の

一
部
改
正

税条例、手数料条例、国民健康保険条例、国
民健康保険税条例、後期高齢者医療に関する
条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

規約
変更 埼玉県市町村総合事務組合 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

補
正
予
算

一般会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇
討 〇 〇

討 〇 〇 〇 〇
討

〇
討 議 原案可決

国民健康保険特別会計補正予算(第1号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

６月定例会傍聴者数
本会議日 傍聴者数

５月29日（金） 0名
６月 １日（月） 5名

合　計 5名

皆さんの生活に
関係する構成組合を

紹介します。
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